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「２０世紀の人間社会」

• 人 口 1900年→1998年 10億→60億 6倍
1998年→2050年 60億→94億 1.5倍

• 経 済 規 模 1900年→1998年 20倍
• 財とｻｰﾋﾞｽの総生産

文明発祥→1950年 0 → 5兆＄
1950年→1997年 5兆＄→29兆＄ 6倍

(1990 年→1997年 ＋ 5兆＄) 
• 平 均 寿 命 1950年→1995年 47歳→64歳
• 木 材 消 費 〃 3倍
• 紙 消 費 〃 6倍
• 穀 物 消 費 〃 3倍
• 化学肥料使用量 〃 9倍
• 化石燃料 消費 〃 5倍
• 炭 素 排出量 〃 16億㌧→62億㌧ 4倍
• 自動車の 台数 〃 5000万台→５億台 10倍
• 世界の経済規模 〃 6倍
• 水産資源水揚げ 〃 6倍
• 水 の 使用量 〃 3倍

「20世紀の自然界の変化」

絶滅の危機に瀕している種の％
鳥類 11％
哺乳類 25％

霊 長 類 50％
有 蹄 類 37％
食虫動物 36％
海洋哺乳類 33％
有 袋 類 33％

爬虫類 20％
両生類 25％
魚類 34％

「経済発展の限界」

• 中国が一人当たり、アメリカと同量の牛肉を消費すると、
餌として必要な穀物＝アメリカの総穀物収量と同等

• 中国が一人当たり、日本と同量の水産物を消費すると、
増加量は、現在の世界の海洋からの総水揚げ量を上回る

• 中国が一人当たり、欧米、日本と同じ割合で車を所有すると、
必要な石油8000万ﾊﾞﾚﾙ/月＞世界の総産油量6400万ﾊﾞﾚﾙ/月

• 中国が一人当たり、アメリカと同じ炭素を排出すると、
世界の炭素排出量は倍増



「地球生態系」

太陽光→生産者（植物、植物性プランクトン）→消費者（動物、魚、人間・・・）
↑ ↓
分解者（昆虫、微生物・・・）

地下資源
↓

太陽光→生産者（植物、植物性プランクトン）→消費者（動物、魚、人間・・・）
↑ ↓ ↓
分解者（昆虫、微生物・・・） 汚染・廃棄

↑ ↓
分解・固定（植物、微生物）

石油埋蔵量は富士山何杯分？

• 富士山の体積・・・富士山の高さ 3,776ｍ
裾野の広さ 南北 約44ｋｍ、東西 約38ｋｍ
富士山の体積 1,400ｋ㎥（１兆4,000億㎥）

（国交省富士砂防事務所）

• 石油資源の究極可採埋蔵量（１バレル＝159ℓ＝0.159㎥）
原 油 （確認可採埋蔵量 １兆0477億バレル） （1,666億㎥）

（発見期待埋蔵量 6,267億バレル） （ 996億㎥）
小 計 １兆6,744億バレル 2,662億㎥

オイルサンド １兆2,753億バレル 2,028億㎥
オリノコ重油 9,471億バレル 1,506億㎥
オイルシェール ３兆5,848億バレル 5,700億㎥

合 計 ７兆4,816億バレル １兆1,896億㎥

オイルサンド・・・高粘度の重質油を含む砂・砂質岩
オリノコ重油・・・ベネズエラ・オリノコ川付近に存在する超重質油
オイルシェール・・石油のもととなる有機物を含む堆積岩

（ＢＰ統計、第16回世界石油会議、石油公団資料等）

• 石油資源／富士山の体積 ＝ 0.85

• 石油は最大に見積もって、富士山であと0.85杯
(原油だけだと、今後見つかるであろう期待数まで含んでもあと0.2杯)



(141.1万人)

(73.4万人)

(48.0万人)

(20.9万人)

(28.6万人)

年齢別農業就業人口（販売農家） 2007.2現在

計311.9万人
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「里山とは」

• 豊かで清涼な水
• 田畑に入れる肥料
• 牛や馬に食べさせる青草（飼料）
• 牛や馬の敷料（ホトラ、土中の鉄分を水溶性に変える）
• 日々の煮炊きや暖房に使う薪や炭（燃料）
• ヒエやカブ、ソバなどの食糧（焼畑、循環利用）
• クリやトチなどの木の実（食料、主食として扱われた地域も見られる）
• 山菜（ワラビ、ゼンマイ、コゴミ、ギボウシ、イラクサ、ウワバミソウ・・・保存食料）
• キノコ（保存食料）
• 建材
• 屋根を葺くための茅や柴
• 護岸を補強する粗朶（そだ）や柴
• 駕籠やロープになる蔓や蔦
• 衣服の糸となるゼンマイの綿毛やフジ、クズ、イラクサ（繊維）
• 紙を漉くためのミツマタ（繊維）
• 鍬や鎌の柄や家の中で使ういろいろな道具
• 商品になる和紙や木工品、ゼンマイ、カラムシ（現金収入）
• 薬になる草木（キハダ、ウワミズザクラ、オトギリソウ・・・）
• 食糧や薬、現金となるクマやシカ、イノシシなどの哺乳動物、魚や鳥やサンショウウオ

「里山」とは、田畑で作る穀物と野菜以外,生活に必要なものの殆どを与えてくれた森。

里山をつくり、森を維持することは、生活を立てることと同義。
自分の「生命」と「里山」は繋がたもの。

山形県小国町金目の栗林

• ｢栗林1町、家１軒」の伝承
クリの収量 ・・・・・・・・10トン／1ｈａ（1町）
クリの生り年 ・・・・・・・2年に一度(隔年）
クリの平均収量 ・・・・・5トン／1ｈａ／年
1年間のクリの消費 ・・5トン÷365日÷ 10人（１家族）

＝1,37キロ/日/人
＝2,140kｃａｌ/日/人

クリのカロリー ・・・・・・1,560ｋｃａｌ／キロ
成人男子の基礎代謝量 ・・1,500ｋｃａｌ／人
成人男子の平均代謝量 ・・2,550ｋｃａｌ／人

(2001 赤羽)



「ムラの家計簿・新潟県朝日村高根」

昭和40年代以前 その時代の 昭和40年以降
（1965年以前） キーワード （1965年以降）

収 入 炭焼き チェーンソウ 伐採と出稼ぎ
光熱費 薪（自給） 石油とガス
食料費 年１回の豚肉（正月） バス・家電 バスに乗ってくる行商人

豊富な保存食 →村上のスーパー
川にあふれる魚 自然の変化 川には生活排水

→平成10年に下水処理施設
建築費 「お互い様」の共同作業 家の建て替え 変わらない「お互い様」
交際費 全県１の酒消費 ローンと保険 変わらない酒の消費

（他に濁酒が1.2倍） ドブロク特区の指定
１週間かけた葬式 ２日で終わる外注葬儀

娯楽費 「ムラ」の楽しみ テレビ 「個人」の楽しみ
年３回の無礼講 パチンコ（男）
羽黒山への無尽 茶飲みと文化活動（女）

教育費 中学を出たら働く 自家用車 進学率の増加→
ムラには戻らない→

親の負担増
「親の継承」 爺ちゃんの 「親を踏み台にする」

地位低下

『よい地域とは』

・ 地域とは、「家族のあつまり」

・ １００の家族があれば１００の幸せがある。

「明日は良くなるかも知れない」そんな願いを実現すべく努力する。

・ 個人で解決すること、家族や友人がサポートすること、

・ 全員で考え解決すること、共同体で解決すること、

・ 一部行政が行なうこと
↓

地域づくり・地域振興



哲学者内山節氏が語る「良い地域」

１．自然の恵みを受けられる、そしてそのことを実感できる社会

２．農林漁業を中心とする仕事がある社会

３．手仕事がある、職人のいる社会

４．暮らしをつくる仕事がある社会・・・暮らしは買うのではなく、
作り上げるもの。

５．共同体のある社会、友人のいる社会

民俗研究家結城登美雄氏が

東北の爺、婆から聞いた｢良い地域」

１、よい仕事の場があること
「月３万円の仕事がほしい」
こんな希望から「産直」は生れた。誕生して１３年。現在２万店鋪。
平均参加者５０人、平均４万円／月（1日平均千円、土日はもう少し）
産直の０７年度売り上げは、５０００億円超。JA岩手の２倍以上。
見えてきたもの、「小さな農業が地域をかえる」
国が進めてきた大規模農業は、破たんすると地域が潰れる。
金銭ですべてを判断しない価値観があること。

２、居心地のよい居住環境
「もう充分だ」
住居、電気、ガス、学校、水道・・・

３、よい自然（風土、水、光、風、土）があること
「水と光と風は神様の世界、土は人間が努力してつくれる」



４、よい文化があること
よきもの、楽しいことがあること。
祭り、伝統文化は補助金でやるものではない。
皆で楽しむ、快楽（皆楽）。

５、よい学びの場があること
「知るために学ぶのは学校、使うために学ぶ場」
地域にあるものを生かす知恵、技術、木を生かし、土を生かし、
生きる力を持つ人々がいる地域。

６、よい友達がいること
「これがもっとも大事、特に嫁にきた女同士は」
自分のことを思ってくれる友達が三人はいること。

７、よい行政がいること

沖縄のオジイ、オバアが大切だと語るもの(結城）

・あたい
家の近くに自給用の菜園を持つ
食べ物は自分でつくる、「生きる基本は他人に任せるな」

・ゆんたん
おしゃべり、茶のみ、人とゆっくり話しをする縁側
「毎朝一時間のゆんたんで生活の都合はほぼ全部つく」

・ゆいまーる
結い、共同作

・共同みせ
明治３９年に設立、全戸出資。自分だけが安く買えればよいのではなく、
皆で配分する利益をプールするシステム。
そこから得られた利益で無利子の融資制度をつくり、製茶工場、電気、バス、村舟・・・
スーパーダイエーが提唱した「価格破壊」が生んだもの。自分だけの幸せを考える、
まわりの人々が見えない社会。他人の夢、他人への思いやり、他人の悲しみ・・・
ダイエーで１８０円で買えるものが共同みせでは２００円する、
しかし、村の皆の自己実現ができる。

・ていげー
大概、アバウト、ぼちぼち



民俗学者宮本常一のことば

八珍柿による村おこし(佐渡、羽茂地区）

人がいったん一つのことに前向きになると、すべてのものが

前向きになっていく。農道の改修、農地の改良、港湾の改修、
選果場改築、畜産増進、公民館建設、高校へ園芸科の設置
など、町はめまぐるしく動き始めたのである。そしてこの町で
は風景を見るためでなく、この町の生きた姿を見るための訪
問者が次第に増加しつつある。

地域づくりとは、人づくり。人づくりができて、道づくりができ
る。道づくりができて、はじめて産地づくりができるのである。

（昭和３８年、１９６３年）


